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主 に 光一鹽 化 銀 に 就 い て
今 堂 健 雄
緒暫
け
1919年Weigertには 光 鹽 化 銀 の ヂ エ ラ チ ン乳 劑 の 膜 を 直 線 偏 光 に て
exciteして 一 種 の 新 しい 効 果 を量 す る こ と な 見 出 した。 即 こ の もの
は 少 く と も光 學 的 に 軍 軸 結 晶 の 性 質 を 持 ち,exciteの偏 光 の 電 氣 ペ ク
トル と磁 氣 ペ ク トル の 方 向 と に よ り 光 の 吸 收 の 度 を 異 に し,又そ れ 等
の 方 向・に よ り傅 播 の 速 度 セ 異 に し,所謂,グdク ロ イ ズ ムC吸收 常 数 の 差1
め
及 び 重 屈 折倔 折 峯 の 蕊 の 現 象 を 呈 す る.更 にWeig(髄 は 特 殊 の 色 素
に て 染 め 鴬]ロ ヂ オ ン膜 も同 様 に 直 線 偏 光 に よつ て 光 學 的 異 方 性 を
呈 す6こ と を 見 出 しナこ.彼 は 寫 眞 乾 板 の 感 光 劑 【:用ふ る 色 素pina-
cyano1,pinaehrompluaverdol,orthechrom及びe}'anin等に つ い て 是 を 認 め'tg
お
堀 揚 及 今 堂 は 鮹 酸 銀 の ヂ エ ラ チ ヒ乳捌 を 作 り僅 か の 鹽素 イ す ンの 存
在 す る とき是 を強 い光 に あ てれ ば硝 酸 銀 は 還 元 して 黄 色或 は謁 色 に
色 付 く,この 色付 い ヲニものに の 揚 合 純銀 腥 質 とまで は なつ て ゐ な く と
も普逎 の光・鹽 化銀 よ りは 吏 に 遞 元 の進 ん だ 歌態 にあ る もの が 嵩來 て
ゐ る}並に短 化水 銀 を 光に よつ τ 還 元 しtも の は この 偏 光 の効 果(W。i・
もラ
gert効 果}を 呈 す る こ と を 認 め ナニ。ZOL'ILer及COperは臭{ヒ 銅 も 叉 二 の 効
れ
果 を 呈 す る こ と を 兄 出 しt:9最 近 著 者 は 約1800種 の 色 素 に つ い て に
の 効 果 を 研 究 し そ の う ち数 百 種 の もの かWeigerら効 果 を 呈 す る の を
見 出 しナこ,'
効 果 を 呈 す る 膜 を 字 影 式 の 偏 光 計 に て 観 測 す る にlnl【triserを幽 て
一(原 鋤 一
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(93)(今堂健耀)「 ワイゲ・叶 動果」の蘇究(第 二報)主 に光一襲化籤に就いて
來 る直 線 偏 光か この膜 の電 氣 ベ ク トルの 方 向(e一方 向)及び磁 氣 ベ ク ト
じ
Pの 方 向lm一方 向泛 に 對 し同 じ分 ぜ クFル に 分 れ て 入 射 せ し め れ ば,即
ちlx)lav!serを出 て 來 る偏 光 の 電 氣 ベ ク トル の 方 向 が 膜 のe一及 び1u一方
向 と45'をな す 様 に 膜 の 位 置 を 加 減 す る。 こ の と きe一及 び11]一方 向 に よ
つ て 吸 收 の 割 合 が 異 る の で あ るか ら1、nalyserを覗 い て 兩4≧圓 の 明 る
さ が 異 つ て 來 る。 兩 字 圓 の 明 る さ を 一 様 に す る 爲 にana1}'srを回 轉
す る。 この 回 輔 角 度 か ら グ イ ク ロ イ ズ ム の 蟄 を 知 る こ とが 出 來 る。
兩 孚 圓 の 明 る さ を 一 様 に す る 昼 に 跚aly5erをe一方 向 の 方 に 回 轉 す れ
ば 効 呆 は 正 で あ り。 そ れ と反 對 の 方 向〔m一方 向〕の 方 に 回 轄 す れ ば 効
果 は 逆 で あ る。 叉Babinet等のeomPeiL・utor7eJllひて そ の 縞 の 移 動 か ら,
Brnce等の'P-SV式のcompeI臆atorを川 ひ て そ の 回 轉 角 度 か ら 重:屈折 の
量 を 知 る こ とか 出 來 る。 グ イ ク ロ ィ ズ ム 並 に 重 屈 折 はexcitationに用
ふ る偏 光 の 色 に よ つ て 大 い に そ の 趣 ガ 異 る と共 に,観測 の 色 に よつ て
も大 い に そ の 分 散 の 度 を 異 に す ろ.
著 者 は 主 に光一盟 化 銀 に つ き 是 を 偏 光 ス ペ ク トル に てexciteして 是
を 赤 研」,誤6,436μμ の 色 に て 主 に グdク ロ ィ ズ ム を 靉 測 し,excitatlon
の 色 及 び 観 測 の 色 に 對 す る効 果 の 分 散 度 を 見識 ね て そ れ 等 の 色 の 間
の 關 係 を 研 究 し鵡
實 瞼 方 法
この 實 驗 に 於 て は 次 の 三 種 の 乳 劑 か ら 作つ 予こ感 光 膜 を 用 ひ た.
り
1.Vfllentaの處 方 に よ る 盥 化 銀 乳 劑L
嶺{騨 総
。藻濃 … 臨{1石鬘
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(今堂 健 雄)「 ワ イ ゲル ト効 果 」の研 究(第 二報)主 に光 一鹽化 銀 に就 ヒ・て(98)
この 乳 劑 は撓.付紙P・o.r.等 のAFIきもの で あ つ て,Weiger亀は こ の 乳 劑
か ら作 つ た 感 光 膜 に よつ τ 最 初 に 偏 光 に ょ る 光 學 的 異 方 性 を 見 出 し
九 の で あ る。
..V:tlenktの處 方 に よ らす,單にSH酸 銀.盟化 ナ ト リ ウ ム,ヂエ ラ チ
ン及 び 水 を 種i.の 割 合 に と り50℃に て 混 合 して 作 つ 九 乳 剤,
3・ 更 に 特 別 に 鹽 化 物 を 加 へ す.翼 己に 硝 酸 銀,ヂエ ラ チ ン及 び 水 と
て 以 て.作つ 九 乳 劑,
三 者 何 れ の 揚 合 に も用 ひ た 水 は 蒸 溜 水 に て 多 少 のCレ イ オ ン を 舍
有 し て ゐ る。
上 に 逑 べ た 如 き處 方 の 乳 劑 を 更 に ヂ エ ラ チ ンー ゾ ル に てiめ 稍 子
板 上 に 薄 く布 く。 是 を 充 分 乾 か し た 後 太 陽 の 光 叉 は ア ー ク燈 に 曝 し
て 還 元 し ヂ エ ラ チ ンを 分 散 媒 と す る 光一鹽 化 銀 或 は 銀 の 腥 質 を 得 る。
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(94)(今堂健雄)rワ イゲル勵 蜘 の研究(第 二鋤 主に.光掘 化銀に就いて
して 數 分 に しで 濃 い 赤 褐 色 の 透 明 膜 と な る。'L及 び3の 揚 合 は そ れ
よ り も遙 か に 感 光 度 小 で あ.,。 か く して 光 に 曝 し た 膜 は 凡 て 直 線 偏
光 に よ つ て 光 學 的 異 方 性 を 示 す に 至 るの で あa,次 に 是 等 の 感 光 膜
を 直:線偏 光 の ス ペ クFル に てesoitieする に 第 一 圖 の 如 き裝 置 を 用u
ナこ。
L:光 源 に て 炭 素 孤 燈,
C:コ ン デ ン サ ー。
w:水 槽 に て 熱 線 を 遽 噺 す る。
S:ス リ ツ トに て そ の 開 き は3mm.
A:焦 點 距18ciu.の 寫 眞 用 レ ンズ・
P量 硝 子 プ リズ ム。
N=ニ コル プ リズ ム。
F言感 光 膜, ..
rの 位 置 に 偏 光LP.連 綾 ス ペ クFル の 像 が,`{i3{:o。そ の ス ベ ク ト
ル の 長 さ は 約fem.で あ る.こ 」に 上 に 逑 ベ ナニ感 光板 を 置 き 一 定 時
間 偏 光 ス ペ ク トル に 曝 す。 この 際 入 射 ス ペ ク トル の 光 束 は 發 散 して
居 り,從つ τFの 感 光 板 を 凡 て の 波 長 の 入 射 光 に 對 して 垂 直 の 位 置 に
置 く;と は 不 可 能 な る も,生す る スペ タFル 像 は 長 さ 約4㎝ に て プ リ
ズ ム に 至 る距 離 に 比 し て 小 ざ く大 體 各 色 の 光 が 感 光Pu'`;に垂 直 に 入 射
す る と見 做 さ れ る。
實 瞼 結 果
Nアclout:しσ)處コむ凾【こよ る乳 齊117・ ・
¥'uleutaの處 方 に よ る乳 劑 を50℃ に て 混 合 して 作 り,是を9%ヂ エ ラ
ヂンー ゾ… て緲 壱 ÷ 壱 嚥 齣 もの 雄 り是等か ら夫 …c
な とつ て 約11。7emx8emの 硝 子 板 に 布 き,乾し9.ice:太陽 の 直 射 に 曝 し
一(原 報)一
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(今堂健堆)「 ワイゲルト効果3の研究(第 二報)主 に光一鹽化無に就いて(as)
て 鹽 化銀 を還 元 せ しめ腥 質 牀 の所 謂 光・鹽1ヒ銀 を 作 る。 此 の 際 曝 射 は
是 を充 分 に行 ふ。 太 陽 の直 射 に眠 す際 に 辱 出 來 る限 り光の 方 向 に對
し感 光膜 を垂 直 の 位 置 に 置 く.若 し斜 に 光 が 入 射 す る ときは感 光膜
内 に入 る光 は 幾 分 偏 光 して 居 り。 そ0)結果 その 偏 光 の影 響 を 受 け る
か らで あ る。 是 を 避 け るに はヌ,感光板 を その 面 内 に 回 轄 し乍 ら光 に
SSし1各方 向 に 受 け る偏 光 の 影 響 を 同一 にす れ ば よ い。 感 光膜 は強 い
赤 禍 色 にて 乳 鯏 の 濃 度 に 從つ て 色 はi斬次 濃 くな る.そ の 吸 收 スペ ク
トル を見 れ ば 線 以 下 短 波長 の部 分 に慢 い 吸 收 帶 あ り。600嗣500μμの
範 薗 に その 吸 收 帶 の 漸 減 的 に變 化す る端 を見 られ る.
次 に この感 光膜 を 前 に 蓮 べ た 樣 に偏 光 スペ ク トル に てexciteし,そ
の 結 果 を 偏 光 計 に か け 四種 の 色 にて 槻 測 し更 に その 感 光 膜 を前 と同
じ位 置 に 置 い て偏 光 ス ペ ク トル に てexciteする.か く し'C{lhC光に よ
っ て起 ろ ダ イ ク ロイズ ムの 時 聞 的變 化 を測 定 す る.第 ニー 四 圖 に そ
の結 果 を 圖 示 す。 横 軸 にexci圃伽 に川 ひナこ偏 光 ス ペ ク トPの 波長 を
示 す。 スペ ク トル は 廣 い ス リッ トに よつ て 作つ た の で あ るか ら,スペ
ク トルの 各 郡 分 は幾 分 或 範 園 の 波 蔓 か 重 り合つ て 居 り嚴 密 な連 績 ス
ペ ク トル と言 ひ難 い けれ ど も,拙示 し九 波長 は その 位 置 にて その 波 長
の 光 は最 大 の 光度 を 有 す。 獪 この 揚合 に硝 子 プ クズA「eJilひナこ故X
ベ ク トル は 可 親 部 の み に隈 られ て ゐ る。 縱 軸 に 偏 光 計 の 兩半 圓の 明
る さを一 様 に す る錫 に 顰田aly5erを回轉 す る その 回 轉 角度 を と り,是 に
て グ ィク ロ ィズ ム々 表 は す。 曲 線 ・ ・ は 赤,一・一 翼一 は579μ,
一つ一 〇一 は546μμ にτ 観 測 し九 結 果 を 示 すt第 二 圖 はS]alentt;の處
方 の 乳劑 を9%ヂ エ ラ チ ン ー ヅルi・て!の 濃 度 に渤7、 もの に訓 、ゆ
て の 結 果 で あ る.a,ゐ,c,(1は夫k5,IS、45,105分聞 偏 光 ス ペ ク トル.に
てexciteしナニ後 槻 測 し た 結 果 で あ る。 僅 か5分 間 偏 光 ス ペ ク トル を
一t鳳.級 丿一
物 理 化学 の 進 歩Vol、2No.3(1928)
(:,〔;〉(今堂{建1麁〕 「ワイ ゲ卩ル ト劫 果 」の研 究(纂 二霜)主 にゴb一鹽 イヒ鍛1こ就 し黜て
役 射 す る こ と に ょ つ て 既 に 明 らか に 偏 光 の 効a<見 る こ とが 搗 來 る。
先 づ そ の 効a!を 赤 の 色 に 丁 霞 測.し?二結 果 を 見 る に 効a<ｫ正 に てGaO
KN邊 に そ のN{大(itiあり。550μμ 以 下 の 偏 光 に てeiciteしナニ部 分 は 殆
ん ど効 果 を 認 め ら れ な い。579μμ に て 是 を 觀 測 す れ ば 効 果 は 赤 の 端
に てexciteした 部 分 はPで あ り,漸次 正 とな りsa)NNの 近 く に て 工【三効






























物 理 化学 の 進 歩Vol、2No.3(1928)
(今堂{麟)rワ イゲルト効果」の研究(第 二報》 主に光一驪化鍛に就いて(97)
り,530μμ に て 員 効 果 は 最 大 とな り更 に 短 汲 長 の 偏 光 に てecciteしノニ
部 分 は 正 効 某.とな る。 次 にstruuに て 測 定 しナ諦 爵果 は,この 揚 合 稍 不
常 規 に て 員 効 果 が 非 常 に 大 き く.爲に スペ ク トル の700μμ及 び 短 波 長
0)偏光 に てexciteしナニ部 分 にTか に 正 効 果 を 見 る に 過 ぎ な い。 この
光・鹽 化 銀 の 膜 は 赤 褐 色 の 色 強 く短 波 長 の 光 に 對 して 殆 ん ど全 く 不透
明 で あ る の と,眼に 對 す る 感 じ が 弱 い の と に ぶ り,この 効 果 をYJ6/'Nの
光 に て 測 定 す る こ とtfs,1:'Nかつ た。 偏 光 ス ベ ク トル をSJ分 間e.cite
し九 後 第 二 圖b)に は 効 果 は 更 に 大 き く現 は れ る.45分 後{第二 圖c♪に
は 夏 に 正 及 び 員 の 方 向 に 増 し三 種 の 光 に てirk1ffi9い二結 果 は 何 れ も赤
の 端 に てexciteした 部 分 に 僅 か に 員 効 果 現 は れ,それ よ り 赤 か ら黄 に
てexciteし土 部 分 に 署 し い 正 効 果 力;現は れ,その 効 果 の 最 大 値 の 位 置
'は觀 測
に 用 ひ ナニ光,赤.e,a5・鞠fμ の 順 に 配 列 す る。 それ よ り短 波 長 の
色 に てescitc『し?こ部 分 に 現 は れ るti効 果 に つ い て も 同 樣 に 槻 測t./il
ひ た 光 の 波 長 の 順 に 從 つ て 効 果 の 最 大 値 の 位 置 が 配 列 す る。 次 に ス
ペ ク トル の.r_mの端 に てescitaした 都 分 に 第 二 の 正 効 果 か あ らは れ る。
この 事 賓 はio分 朋 傴 光 ス ベ ク トル に てescitcしナニ後 に 更 に よ く現
は れ て ゐ る。 夂 効 果 を 表 は す 曲 線 の 轄111】黝 並 に 零 値 を と る位 置 も そ
の 波 長 の 順 に 配 列 す る。
こ Σに 示 し九 曲 線 は 偏 光 計 に て 測 定 しナこannly+crの回 轉 角 度 の 最
大 植 を そ の ま1示 した の で あ る け れ ど も この 値 か ら計 算 しY二le/fmの
曲 線 につ い て も そ の 曲 線 の 傾 向 は 同 樣 で あ る。3ζexcitationに用C}is
偏 光 は 單 に 可 覗 部 の もの Σみ で あ つ て そ れ 以 外 の 部 分 は 含 ま れ て ゐ
な い。 圖 に 見 る 如 く ス ペ ク トル の 兩 端 に て 効 爿さは 漸 次 零 と な る も是
はexciteのス ペ ク トル に 赤 外 線 及 び 紫 外 線 か 缺 け て ゐ る 爲 で あつ て
必 す し も赤 外 線 紫 外 線a)1ko光に てexcitcしτ 効 果 が な い とcsら な
一(原 軸 一
●
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(98)(今 堂健 誰)厂 リイ ゲル1・効 果 」の研究(第 ご 報)主 に光r鹽 化 銀 に蔵 いて
い の で誠 は この曲 線 が可 覗 部 の外.の部 分 にて 如 何 に發 展 す るか は 知
れ な いの で あ る.獪 この 實驗 に あ牝つ て スペ ク トル は硝 子 プ リズ ム
を川 ひて 作 つ て 第 三 圏
ゐ るか ら短 波 長
ノ げ
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光の 強.さか 著 し
く弱 まつ τ ゐ る.
こ Σに示 し九 曲
線 は それ に對 す
る補正 な く只 觀
測 の 結 果 を その
ま 玉表 は した の
で あ る。3(ezcite
す る揚 合 に 感 光
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の 光 は 感 光 膜 に
對 して.稍斜 に入
対 し舵 つ て それ
















物 理 化学 の 進 歩Vol、2No.3(1928)
(今党 健 慰)「 ワ イ ゲル ト効 果 」の 研究(錦 二報)主1こ 光 一靆化 銀 に就 い て(nn)
}に 縱ttrallEX'e1'sa!)の方 向 の 効 果 な 槻 測 さ れ す,稱斜 に 襯 測 す る こ と に
な る.然 し 乍 ら効 果 の:大簸 の 傾 向 を 示 す に は こ の 曲 線 に て 充 分 で あ
る。
第 三 圖 は 同 じ くValentaの露 方 の もの を9%ヂ エ ラ チ ン ー ゾ ル に
・÷ の 濃 度 に 渤 親 の に つ い て?ttwしY…2・,…0,lt)O,O一・・分 後 に
觀 測 した 結 果 で あ る。 第 二 圖 に示 す 揚 合 よ り も効 果 は淹 か に 少 くな
る もその模 壕 は よ く似 て ゐ る。exciteの時 間 の 短 い 聞 は その 効・果 稍 不
正規 にて 殊 に546μμ に て 觀 測 しfこ結来 は長 波長 の 部 分及 び5Dσμμ魁
に て著 し く員効 果 現 は れ正 効 果 が少 い。exoiteの時 闇 を 墳 す に從 つ て
この こ とは な くな り漸 次 規 則 正 しい曲線 に近 づ く。
第 四 圖
m・ ぜw
















第 四 圖 は 前 の 揚 合 よ り更 ら濃 度 を 牛分 に 薄 めた もの につ い てrあ




物 理 化学 の 進 歩Vol、2No.3(1928)
(1(N)J(今堂 健 堆)rワ ィ ゲルF効 果 」の研究(簸 二iG)主 に光一鹽 化 鍛 に就 いて
つ 磁 孵 ・i:一定 ・一c.蜀"・光刪 ・銀・・量購 皺 が楸 赫 尭
の割合眇 な くなつ て ゐる.のであ・。 濃度古 暢 合 には膜 ・・鮒 き
も少 な く効 果 の:'n:も著 し く少 な く な る.然 し そ の 曲 線 の 傾 向 は 前 二
者 の 揚 合 と岡 様 で あ る。excitationの時 間 か 進 む に つ れ て 負 効 果 の 壇
し方 か 漸 次 大 と な る。
是 等 の 結 果 は 偏 光 に ょつ てexciteし九 揚 合 の グ イ ク ロ イ ズ ム 即 ち
excitationの方 向 とそ れ とLSt]の方 向 と に 於 け る 吸 收 のfiひ に つ い て
Sあ な 是 等 の 感 光 膜 .は同 時 に 重 屈 折 即 ち それ 等 の 方 向 に 於 け る 光
の 慱 播 の 逋 度 が 異 な り,それ 等 の 方 向 の 励 折 寧 か 異 つ て ゐ る,然 し是
等 の 揚 合 の 重 堀 折 は 非 常 に 小 さ く,著者 は 是 をBail〕IllC6のcompe11`曲}r:r
使 用 して 觀 測 しナニる に・こ のcompenentorにて は 定 量 的 に 測 定 し 得 な い
ほ ど小 さ い も0)で あ つ 九.更 に 精 密 に 測 定 し得 られ るeOIIIpe【】satorを
川 ひ て グ イ ク ロ イ ズ ム とa=行 に重 属 折 の 量 を 測 定 す れ ば更 に 面 白 い
結 果 に 到 逹 し 得 られ や う.
硝 酸 銀一ヂエ ラ チ ン及 び 硝 酸 銀一鹽 化 ナ ト リ ウ ム ヂー エ ラ チ ン孚し聲「
j'uleutaの處 方 と 全 く別 に 硝 酸 銀 溶 液 と ヂ エ ラ チ ン ゾー ル と を 混riし
て 作 っ"二乳 捌 及 び そ の 乳 劑 に 特 別 に 鹽 化 ナ ト リ ウLを 僅 か に 加 ヘ ナニ
乳 郵 とに つ い て 偏 光 の 効 果 を 見 れ ばVnlenGtの毘 方0)揚 合 と稍 趣 を 異
に す る 結 果 が 鴛 られ る。
硝 酸 銀11gr・を41ec・の 水 に 溶 した 溶 液 と10%ヂ エ ラ チ ンヅ ル と を
冊 意 し是 をzに 述 べ る 様 な 割 合 に 混 じてll.icmx8cmの硝 子 板 に2㏄.
宛 布 い 光
1
n3硝 酸 銀 溶 液 を羽 一に 薄 めi.も の2皿 と ヂ エ ラ チ ン ゾー ル13cc.とを
混 す.
・・ 硝 酸 灘 灘 毒 ・渤 禺 の ・・C.とヂ ・ ラ チ ・ヅ ル・3・C.とを
一 〔ir:報)一
■
物 理 化学 の 進 歩Vol、2No.3(1928)
(今堂{麟)「 ワイゲルト効果」崛 究(第 二鋤 主に光一鹽化鍛に頼 ・て(10り
混 す.
・哺 鯉 黻 を毒 に 慟 ナ・もの・・。 とチ ・ ・ チ 珂 ル ・3・tig
混 す』
獪 ・の外 に 晒 ・の各 噛 毅 の 疑化 ・ ・リウ・を加 一て蝿 睦
作 る。 是 等 の乳 劑 は 出來 る限 り同 一の 傑 件の 下 に 作 り,水は 凡て 蒸溜
水 を 銅 ひf二。 か く して 作 つ て 感 光 板 を 同 時 に太 腸 の直 射 の 下 に 充 分
に 曝 す。1'alent:Lの處 方 蜴 合 よ り蓬 か に そ の感 光 度 が悪 い,然し約5
分 間 ほ どにて 充 分 な還 元 が 行 はれ 膜 は黄 碣 色 或 は 碣 色 に色 付 く.こ
の 揚 合 に 鹽 素 イ 才 ンが 全 然 な けれ ば硝 酸 銀 の 遐 元 が 行 はれ な いの で
あ るが,特別 に鹽1ヒナ 千リ ウ ムを 力彈へ な いa,b,cの揚 合 に て もヂエ ラ
チ ン及 び 蒸溜 水 中 に 多 少の 鹽 素 イオ ンを 含 ん で ゐ るか ら,その 鹽素{
の
オ ンの 根 跡 の 爲 に 硝 酸 銀 は 光{ヒ學 的 に 還 元 し膜 は 色 付 く.こ れ は 鹽
素 イ オ ンの 接 觸 作 用 に よ る 銀 膠 質 の 生 成 に よ.るもの で あ る。 但 し此
の 際 に 誰 も極 め て 微 量 の 光 鹽 化 物 の 殘 留 を 想 像 し得 る.か く して 充
分 光 に 曝 し九 感 光 膜 を 前 の 揚 合 と 同 樣 に 偏 光 スペ ク トル に てexcite
し て ダ イ ク ロ イ ズ ム の 時 間 的 變 化 を 観 測 した,第 五 圖 は 乳 に つ い τ
順 次30,120,210,300分後 の グ ィ ク ロ イ ズ ム を 偏 光 計 で 槻 測 したanaly一
.perの回 轄 角 度 を 以 て 表 は し牝 曲 線 で あ る。Valentaの處 方 に ょつ て 作
っ ナニ感 光 膜 よ り も逼 か に 感 光 度:悪 く偲 光 に 對 す る 活 性 度 も遙 に 劣 る。
そ の グ ィ ク ロ{ズ ム の 模 樣 はValentaの處 方 の 場 合 よ り大 い に そ の 趣
を 異 に す る.前 に 述 べ?二如 く横 輌 は.excitationの傴 光 ス ペ ク トル の 波
長 に て縱 に 偏 光 計 に 現 は れ る45■の 位 置 に 於 け るn【m[)'/./er回韓 角 度 を
示 し,一・一.一 は 赤,一x-x一 は579μμ,一〇_o_はS45,_△_A一_
は436メ`μの 光 に て 測 定 し九 結 果 で あ る。 第 五 圖 に 示 す 様 に この 種 感
光 膜 は長 波 長 の 光 に てexciteした 部 分 に効 果 大 に て,短波 長 の 光 に て
一(原 報)一
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(102)(今堂 健雄)「 ワィ ゲ ル ト効 果 亅の研 究(第 二 報)主:こ 光 一鹽 化銀 に就 いて
eecite.しナこ部 分 は効 果 が非n.1.少な い,而も赤,579及び5お μμ にて測 定
しナこ結 果 は全 て正 効 果 で あ り短 波長 の 偏 光 にてexciteし9_;,SJtにて
i4vi1:効果 は減 少す。 短 波長 の 光 にてexcitoした 部 分 に現 は れ る負効
果 は 非 常 に 小 さ く この 場 合 に は 殆ん ど認 め られ ない。d3fip}iの光 に
て 魏測 し土紺 果 は 畏 波 長 の 部分1こ逆 効 果 が 現 は れ短 波長 の部 分 に正
効 果 が 現 は れ る。 一 般 に この種 感光 膜 は 短 波 艮 の 偏 光 に 對 し効 果 か
非 常 に 少 な い、
Vnlentnの處 力'の
揚 合 に は正 効 果
及 び 員効 果 の 最
x値 は その 覆 測
の 光の 波 長 の 順
に配 列 す るに過
ぎ なか つi.も,こ
σ)種感 光膜 の 揚
合 に は大re色 對
應 が 認 め られ る
即 瓜citatiouの色
と観 測 の 色 とが






























膿 正 効 果 は そ の 部 分 に てk1大 値 を と る。 こ の 事 實 はexritntinnの時 間
の 短 い と き よ く認 め られ る。
次 に 上 に 逑 ぺ た 感 光 膜 に}Eに 雫寺別 に 盟 化 ナ ト リ ウ ム を 加 ヘ ナニ悪 光
膜s'i=つ い て そ の 偏 光 ス ベ クhル の 効 果 を 見 る。 第 六 圖 は 夫it30,
90,210,330分醐exciteし九 後 の ダ イ ク ロ イ ズ ム の 模 様 を 示 軋 曲 線
一(原 級)一
'
物 理 化学 の 進 歩VoP2No.3(1928)
(.alteyl)「ワイ ゲル ト効 果1の研 究(第 二 報)主 に 光 一擬化 銀 に就 いて(IU;t)
の 模 様 は0の 場
合,即特 別 に 鹽 化
物 を 加 へ な い 場
合 と ほs同 様 で
あ る.短 波 長 の
倔 光 に てexcite
し?二部 分 に546
及 び5了9μμ に て
觀 測 して 僅 か に
逆 効 果 が 現 は れ
て ゐ る。 夊 この
tit分畳二{ま4:3fiμμ
に て 観 測 して 前
と 同 様 正 効 果 を
量1しτ ゐ る だ ら
う け れ ど も 光 か






















鰹 憎 幽 柳 瞬
)
aの 場 合 よ り一般 に各色 につ い て の 効 果 が大 で あ る,然し
nの と き と同様 短 波 長 の 偏 光 に獄 して 活 性度 が 非 常 に 小 さい。a及
びa'につ い τ見 るに500-iOOｵｵの範 閣 に 於 τ 効 果 が 最 も大 き く赤
579,5{6NHにて槻 測 して 正 効 果 を呈 し,ANNに て 槻 測 した効 果 か そ
の うちで も最 も大 きい。 夊 この 範.園は 一4.36/.pにて 覿測 して迚 効 果 を
示 す。
鹽 紊 イ オ ン の 量 の 影 響
8及 びIIに示 す 姐 く硝 酸 銀一ヂエ ラ チ ンの 感 光 膜 よ り もそれ に特 別
一(原 級)一
物 理 化学 の 進 歩Vol、2No.3(1928)
(101)(今堂 健 堆)「 ワ ィゲ ル ト効 果 」の研 究(第 二 細)主 に光 一驪 化鍛 に 就 い て
に鹽 化 ナ ト リウLを 加 へ た 感 光 膜 の方 か よ り光に 對 して感 度 大 に て,
叉 偏 光 に對 す る効 果 の模 様 は 相 似τ ゐ る も,その 蓿性 度 に差 蓮 あ りて,
鹽 化 ナ トリ ウ ∴を特 別 ご 加 へJ一方 が 効 果 大 で あ る。 次 にa及 びa'の
揚 合 よ り硝 酸 銀 の 濃度 を4ミ分 と しr.b及 びb'につ いて ワ ィゲ ル ト効
果 を 見 る(b'の含 む 鹽 素 イ オ ンはa'の と同 星 で あ るi。鹽 化 ナhリ ウ ム
を特 別 に加 ヘ ザこb'の方 か加 へ な いvよ り も遘 に効 果 が 少 な い。 第 七
圖 はhbを210分 間,hを240分 間exciteしテニ後 の ダ ィク ロ1ズ ム
re示す。c及 びc'の 揚 合 に は更 にそれ が 明 らか で あ る{第八Ga11,是等
の場 合 に は ヂ エ ラチ ム及 び 蒸 溜 水 中 に 含 まれ て ゐ る徴 量 の 撫 素 イ 才
ンにて 硝 酸 銀 を退 元 す る に充 分 で あ り,特別 に 鹽 索 イオ ンを加 へ九 も
の は返 つ て 光 學 的 に感 度 悪 く從つ て夊 ワ イグ ル ト効 果 の 活 性 度 も小
で あ る。

























單 色 偏 光 に よ つ て 呈 す る ダ イ ク ロ イ ズ み の 時 間 的變{L
一{原 報)一
物 理 化学 の 進 歩Vol、2No.3(1928)
(今Z健黝 「ワィゲルト効果」り研究 〔第二報)主 に光一鹽化銀に就いて(71U)
V=」ent3の處 方 に よ る 感 光 膜 を 偏 光 ス ペ クtル に τe.citeして.その
グ イ ク ロ イ ズ ムは 第 ニ ー 四 圖 のAiiく表 は され る.こ の 曲 線 か ら更 に
excit面OI1の各 波 長 の 部 分 に つ い て そ の 場 所 に 於 け る,各色 に て 観 測 し
牝 グ ィ ク ロ イ ズ ム の 時 闇 的 變 化 を 考 へ て 見 る。 第 三 圖 に 於T{kzl_
5mNNに てexciteしS.Eliu分に つ い て 赤 に て 靉 測 し?こ結 果 の み を 考 へ
て 見 る に?0分 後 に'は1菫か に 正 で あi1.5D分後 に は 効 果 は 逆 方 向 に 進 み,
90分後 に は 一1・r,150分後 に は 一L9噛,200分後 に は 一2.↓。と な り,この 時
fu9的蠻 化 を 曲 線 に 表 は せ ば 第 九 圃 のralと 記 した 曲 線 と な;,.同 様
に550μμ の 偏 光 に てexciteし,一iii分を579kNの 光 に て 覿 測 し仁 紬 果
は 第 九 囲 の 曲 線u70ｵｵと な り劾 巣 はescihitionの時ll日の 短 い 澗 は 正 で
あ り漸 次 少 な く な り峠 間 を 峅 す と共 に 効 果 は 蓮 の 方 向 に 著 し く進 み
90分後 に 最 大 値 を と り次 い で 逆 効a:は 減 少 して 行 く。3ζ そ0)部 分 を
δ45μ に て 觀 汲1】し ノこ辛占
果 は 第 九 圖 の 伽 線549
μμ を 以 て 表 は さ れ,始
め の 闘 は 効 果 は逆 に 現
は れ る も漸 次 正 の 方 向
に 進 み・次 い で 著 し く正
効 果 を 培 す.か く第 三
圖 σ)曲線 力}らexritntion
の ス ペ ク トル の 或 波 長
の 範 園 に つ い て の み 考
へ れ ば,その 點 に 柑 當 す
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(106)(今党健 鯉)「 ワイ ゲル ト効 果1〃研 究(第 二 甜)主 に光 一驩 化 銀に 就 い て
ク ロ イズ ム の 時 聞 的 變 化 の
結 果 か 得 られh,か く して
ス ペ ク トル の 各 部 分 に 於 け
る.グイ ク ロ イ ズ ムの 時 闇 的
燮 化ig赤 に て#S!il!9しナニ結 果
は 第 十 圖 ム に 示 す 如 くで あ
る暫 樅 に グ イ ク ロ イ ズ ム を
an町Fer回轉 角 度 を 以 て 表 は
し横 にecciGitionの哮 間 を 示
す。 例 へ ば 第 十 圖Aに 於 τ
6:i[lpyと記 しナニ曲 線 は651〕μμ
のy;n.偏光 に てesritcして
是 を 赤 色 に てilPJし ナニダ ィ
ク ロ ィ ズ ムのp.}間的 變 化 で
あ る。 他 の 曲 線 に つ い て も
同 康 で,曲線 に 付 しYこ波 長 か
esci亡ntiocの偏 光 の 波 長 で あ
る。 第 十 圖Bは 同 樣 に 種h
の 偏 光 に てC¥CICOしず二部 分
を59HNの 光 に て 槻 測 しナニ
時 間 的 變 化 で あ る.CはJ十]
uFに て 観 測 し.,;結果 を 集
め ナこもの で あ る,750μμ の


















































物 理 化学 の 進 歩Vol、2No.3(1928)
(今堂健雄)「 ワイゲルト効果」の研究.(第二報)主 に光一熨化銀に就いて(ion)
よ り正 で あ り漸 次 そ の 正 効 果 を 槍 す1第十 圖 氏 曲 線750μμ)。次 に こ の
部 分 を579μμ の 光 に て 觀 測 す れ ばOSCItllhO11の極 く短 い 時 聞 の 間 の み
迸 効 果 を 示 し,次い で 正 効 果 に 進 む〔第 十 圖B,曲i50///.<f。又 この 部 分
を5↓6μμ の 光 に て 觀 測 す れ ば.第十 圖q曲 線750μμ に 見 る如 く579μμ
1.T測 定 しナこよ り多 く始 め の 聞 逆 効 果 を 呈 し,次い で 正 の 方 向i=む.
この 事 實 はWeigertが赤 濾 光 板 を 用 ひ て 赤 の 偏 光 を 作 り,是に て 光鹽
化 銀 の 感 光 膜 を 第 十 一 圖
CSCiCCし'Zesci-R・t -ErreykeyPl・あ蘭 脳
tati{mのRr間の 短Anidngs-Zusfand
い 間 は.縁に て 觀
測 して 逆 効 果 が
あ らは れ.更に 短
いeseitxtionの(`ti]
即1,2秒の 聞 は 黄
に て 觀 測 し;_.効
果 も僅 か に 逆 で
あ る こ とを 認 め
て ゐ る{第十 一 圖}.
次 にX150kNの偏 光 に てCXCItCし九 揚 合 に つ い て 考 へ τ 見 る に,それ
を 赤に てX49す れ ば 僅 かi_正 効 來 を 堆 して 行 く{第十 圏 八 曲 線 捌 μμ),
579μ に て 觀 測 す れ ば 第 十 圖R,曲 線IF50ｵｵに見 る如 く最 初 の 間 は 僅
か に正 効 果 で あ り,次い で 逖 の 方 向 に塘 し て 行 く,夊546μ に て 觀 測 し
九 結 果 は 第 十 囲C,曲 線kNの 如 く579μμ・に て 観 測 した 揚 合 よ り更
に短 い 時 間 の 間 の み 正 効 果 で あ り,漸次 蓮 の 方 向 に 効 果 を 壇 しτ 行 く.
共 の 他 の 波 長 に てexc舶 し?二揚 合 を 考 へ て も同 様 に 第 十 圏A,B,Cか
一(原 報)一
物 理 化学 の 進 歩Vol、2No.3(1928)
(gas)(今堂 健碓)「 ワ イゲ ル ト効 果」の研究(第 二報)主 に 光 一鹽化 銀 に就 いて
ら効 果 が 時 間 的 に 變 化 して 行 く模.醸を 知 る こ と が 禺 來o,
上 に 逋 ベ ナニ効 果 のfiil的變 化 はValentaの處 方 に よ つ て 作 つ ナニ感
光stに つ い τSあ る。 硝 酸 銀一ヂエ ラ チ ン或 は 硝 酸 銀一曁 化 ナ ト リ ウ ム・
デ エ ラ チ ンに て 作 つ 牝 感 光 膜 に つ い τ 是 れ を 單 色 偏 光 に てexciteし
た 揚 合 のA`rPn9的燮 化 は 極 め て 單 純 で 大 體 正 又 は 逆 の 方 向 に漸 次 増 し
て 行 き効 果 が 正 か ら員 に 又 は 員 か ら正 に 變 る楼 な こ と は 殆 ん ど認 め
られ す,只僅 か に 赤 の 端 及 び 紫 の 偏 光 に てexci亡eしナニ部 分 に 是 を 認 め
る。 第 十 二 圖 は グ イ ク ロ イ ズ ム の 時 間 的 變 化 を 融6μμの 光 に て 観 測
し牝 結 果 を 示 す〔第 六 圖 の 曲 線 よ り と る}。rxcitatimiのス ペ ク トル の 各
部 分 に つ き漸 次 同 方 向 に 培 して 行 き,その 變 化 の 模 様 は 一 般 に 簡 單 で
あ る.
第 十 二 岡
一 ぐ原 綴》一
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(今堂健堆}「 ワィオルト効果」の研究(第 二横)主 に光一鹽化鍛に就いで(109〕
光 に よ る 漂 白 作 用 と の 關 係
強 い 光 に て充 介 色 付 け ナニ光一觀化 銀或 硝 酸 銀一ヂエ・ラ チ ンの 感 光 膜 に
瞥 通 の 分 光 寫其 器 の 装 置 に て 迚 績 スペ ク トル を 囂 せ ば,膜は赤,黄の 光
にて 漂 白作 用 が 行 はれ 隷 の 部 分 に て漂 白 と反對 に 返 つ て 膜 の 色 を一
鷹 深 め る作 用が 行 は れ る{第十 三 圖 司。 第 十 三 圖の 曲 線aに 於 て 横 軸
にexciteのスペ ク トル を 表 は し横 軸 よ り上 は 漂 白 作 用 を,下は 漂 白 と
反對 に色 を 深 め る作 用 を示 すc大 體600-700μμの 範 園 に て漂 白.作用
か行 は れ,色を深 め る作 用 は6X)OAμ邊 か ら始 ま り500μ 透 にて 最 大 で
あ る。 この 色 を深 め る作 用 は 或 は その 一 部 は 光 に よつ て 鹽 化 銀 の 還
'
元 が 進 み 新 に 光・鹽 化 銀 が 出 來 るか 或 は 夏 に還 元 され 枇 状 慫 に 進 む に
ょ るか も知 れ な い け れ ど も,若しそれ の み に よる もの とす れ ば この 色
を深 め る現 象 は550μμ邊 か ら始 まつ て短 波 長 に及 び 上 に述 べ 九 よ り
も更 に短 波長 の 部分 に最 大値 が な けれ ば な らぬ.赤 の 光 に よっ て漂
白作 用が 行 は れ る如 く線 及 び 青 の 光 に よつ て 漂 白 と反 對 に色 を深 め
わ
る 作 用 が 行 は れ る と考 へ られ る.こ の こ と に つ きWじigertは次 の 事
な 事 實 を 認 め て ゐ る。 即 光・聽 化 銀 の 膜 を 赤 の 光 に てexciteすれ ば そ
の 部 分 は 赤 に對 す る 吸 收 か 前 よ り も少 な く な り他 の 色 に 對 す る 吸 收
卒 は 反 つ て 前 よ り も大 と な る,夂隷 の 光 に てexciteしナニ部 分 は 同.番燈に
隷 を 逋 し易 く な り他 の 色 を 逋 し難 く な る,青に てexeiteし壮 揚 合 も 同
樣 で,色對 應 の 現 象 が 起 る。 多 く の 色 素 の 中 に も光 の 作 用 に よ つ て 分
散 媒 中 で 漂 白 を な し,又反 對 に 色 を 深 め る 作 用 を な す もの か あ る。
pinacyan・1,pirLaverdel$'IS=ロヂ*ン 中 に て 又rh・dtdi・leviolet,tUlmiliblue
nLet]iylenchlue増;はヂ ェ ラ チ ン 中 に て 漉n作 川 か 行 は れ る.漂 向 作 用
叉 は 色 を 深 め る作 規 を な す 色 は そ れ 等 色 素 の 吸 收 帶 の 波 長 の 範 園 と
大 髏 一 致 し て ゐ る。 即 よ く吸 收 す る光 に よ つ て 漂 白 叉 は 色 を 深 め る
、
一(厚 報)一
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【110)(今堂健 堆)「 ワイ ゲ ル ト効 果 」の.研究(第 二報)Ir:.こ光 一鹽化 銀 ド就 いて
1㌻…网 が行 はれh,
而 も是等 の 色 素 、
は その媒 質 中 に
て ワ イグ ル ト効
果 を 呈 す る ので
あ る。 光・鹽 化 銀
の 揚 合 の 漂 白 及
d
第 十 三 圖
爺7 6 6 紫
び 色 を深 め る作 川 は色 素 の揚 合 と異 り・それ を 漂 白 す る光 は 吸收 帶 の
部 分 の 波 長 と.一致 しな い。 光・鹽化 銀 の 膜 は 祿 か ら漸次 短 波長 の 方 に
吸收 す る吸牧 帶 が あ り赤 及 び 黄 はiiiもよ く透 す る色 で あ る。9rる に
光一鹽化銀 の漂 白 は 杢 に600一了00μμ の 波 長 の 部 分 に よつ て行 は れ る、
叉 色 を深 め る作 川 を起 す 光 もこの 吸 牧 帶 の 位 置 と一致 しな い,第f三
dEi線bは光 鹽 化 銀 の 膜 の 吸 收帶 を 示 す。 光・鹽 化銀 の 感 光 膜 は この
itmlJ並に 色 を 深.める作 用 を なす光 にg}して 最 も その ワ ィゲ ル ト効 果
は 活 性 度 大 で あ る.
吸 收 帶 の 位 置 と の 關 係
光一鹽化 銀 の 感 光 膜 は 黄禍 色 或 は 赤 褐 色 にて その 吸收 スベ ク トル を
見 れ ば隷 邊 よ り以 下短 波長 に至 る吸牧 帶 あ り,而もその 隷 邊 に於 け る
吸 收 帶 の 端 は 漸 減 的 に變 化 して ゐ る。 硝 酸 銀ヂ エ ラ チ ン及 び 硝 酸銀・
勲 化 物一3エラ チ ン等 に て 作 つ ナニ乳剤`即感 光度 の 悪 い 光・鹽化 銀 の 感 光
膜 は この 吸敗 帶 の漸 減 的 に變 化す る端 の 部 分 に對 して.ワイグル ト効
果 は著 し く現 はれ ろ。Valentaの處 方 に よ る光・鹽化 銀 の 感 光膜 は この
範 圍 の 光 に對 し正 或 は 員の効 架 が逆 進 す る部 分 で あ る。 長 波長 の 偏
光 に てCYCILCしY.:SRg}は例 へ.ば是 を5了9μ の 光 に て觀 測 して 効 果 は
正 で あFJ,是に反 して短 波長 の 光.叩青の 編 光にてoxciteい二部 分it5i9
一(原 報,一
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(今堂健堆)「 ワイゲルト効果」の研究(第 二軸)空 に光三鹽化銀に就いて(111)
μμ にて 觀測 して 員効 果 で あ る,丁度 緑遯 の 偏 光 に てexoiteした部 分
にて その 正 員 の効 果 か 交 代 す る。 他 の色 にて 觀 測 し?;揚合 を 考 へ て
も同様 であ る(第二・三 勵 。 吸 收 帶 の端.に柑 常 す る範 圍 の 偏 光 に對 して
効 果 の 蠻 化 が 最 も著 しい。
前 に述 べ た 如 く光 に 曝 して媒 質 内 に て漂 向 す る色 素 は その 吸 收帶
の位 置 の 顛 何 に拘 らす 大 部 分 その 媒 質 内 に て ワ イグ ル ト効 果 を 呈 す
る。 光 に曝 し九 と き漂 白作 用 を俘 は な い色 素 にて もヂ.エラ チ ン或 は
コ ロ ヂ オ ン内 で ワ ィゲ ル ト効 果 を 呈 す る もの が澤 山 あ る。 その 効果
を 呈 す る もの 丶大 部分 は その 吸 收 スペ ク トル に 於 て 隷 邊 に撰 爆 吸 牧
帯 を 有 す るか,隷以 下短 波 長 に至 る吸 取帶 か あ り,線邊 に あ る吸 牧 帶.の
の
端 は漸 滅 的 に 變1化して ゐ る。
6
結 論
N':tlelltaの處 方 に よ る 感光 度 商 い乳 劑 並 に硝 酸 銀.盛化 ア ム モ=ウ ム
よ り作 つ ザこ感 光度 の低 い乳捌 に よ り ワ ィゲ ル ト効 果 を 稍 定量 的 に研
究 し九。 スペ ク トル の 黄線 及び 嵜 の 偏 光 に盤 して 最 も感 度 大 で あ る,
Vale]Ltnの處 方 に よつ て 作 つ 牝 慇 光 度 筒・■い乳剤 の 感 光膜 は 青 の 偏 光 に
對 して 感 度大 にて,その 効 果 は 黄 な どの偏 光 か及 ぼ す効 果 と全 く蓮 の
方 向 に進 む.感 光度 の低 い 乳 劑 の 膜 は短 波長 の 偏 光1こよつ て 受 け る
効 果 は非 常 に少 な く,青の 偏 光 に τ 呈 す る効 果 は 黄 及 び 隷 の 偏 光 の な
す もの と同方 向 に進 み謹 か に 紫 の 偏 光 に よつ て それ と逆 の 方 向 の効
果 か 起 る."iTaleritnの處 方 に よ る感 光膜 の 偏 光 に對 す る活 性 度 は 夊乳
捌 を 作 る ときの 混 合 温 度 に よつ て 左 右 され る。 著 者 は 混 合 温 度50'C
及 び70℃の もの につ き比 較 した る に70。Cのもの が 遙 か に偏 光 に對 す
る活性 度 か 大 で あ るの を見 丸 著 者 は 實驗 に あ 牝 つ て ダ イ クロ ィズ
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(its)(今堂健 堆}rワ ィ ゲ ル ト効 果 」の硯 究(第 二報)主 に光 一簸 化餓 に就い て
ど も1E屈折 の 量 は 小 さ くBnbinetのcompen5atorにては 充分 是 を定 量的
に測 定 し得 ない程 度 で あつ ナこ。 グ イク ロ イズ ムの 結 果 と同i!に重 屈
折 の結 果 が あ れ ば,それ 等 の 間 の闘 係 は 更 に面 白 い結 果 を 導 くと考 へ
られ る。
Babinetは籔 物 の 結 晶 につ きグ イ ク ロ イズ ム及 び 重 屈折 の 聞 に「掻 く
吸 收 され る光 は亦 彊 く屈折 す るltいふ 一つ の 規 則 を 導 い 親 然 し こ
め 規 則 は一 般 の 撰 揮 吸敢 を なす 第 十 四 圖
もの に は あ て は ま らない.吸 敢
の な い 物 質 叉 は 吸 收 の 少 い 物 質
につ い て は その 屈 折李 の 分 散 は
正 規 で あり,1即屈折 率 と波長 の 逆
數 との 聞 に簡 單 な 比例 關 係 が あ
る}。然 し一 般 の 撰 揮 吸收 を なす






物 質 につ い て は 一 般 に第+曜II二
示 す 如 き關 係 が あ る。aは 吸 收 常
數 に てhは 風 折 率 で あ る。 横 軸 は
コ
觀 測 の 色 に τ縱 は 吸收 常數 及 び 屈
折 李 の大 き さ を表 は す。 撰 揮 吸 收
を なす もの に て 光 學 的 異 方 性 を 示
す もの は.その グ ィ ク ロ ィズ ム及 び
重 屈折 との 闘 に その 簡 單 な もの は
一 般 に 第 十 五 圖.に示 す如 き開係 か
一 〔原 報)一
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(今堂健 堆)「 ワイ ゲル ト効 果 」の 研究(第 二帳)主 に鹽 一甦.化銀 に就 ・・て(11:1,
あ る。aは グ イ ク ロ4ズ ムに てbは 重 屈 折 で あ る,長 波 長 の 側 に於
ては グ イク ロ ネズ ム及び 重 凪 折 は その 正 員 か 一 致 して 居 り,短波 長の
側 に於 て は相 反 す る。 夊 タ'イク ロ ィズ ムの 最 大 値0)部分 よ り長 波 長
の 側 に於 ては服 く吸 牧 され る光 は 亦強 く屈折 し短 波 長 の 側 に 於 て は
反 對 に弱 く屈折 す る,即この 揚 合 に:まBabinetの規 則 は 長波 長 の 側 に
於 て の み あて は ま る。
の
Zocher及Jaeobyは多 く の 色 素 の アル コ ー 〃 又 は 水 溶 液 を 硝 子 板 上
に 布 き 是 を 乾 か し 九 後,一方 の 方 向 に 研 磨 して 色 素 膜 を 光 學 的 異 方 性
の もの と な し,その グ イ ク ロ イ ズ ム 及 び 重 屈 折 の 聞 の 關 係.を研 究 し九
第 一卜五 圏 に見 る如 く グ イ ク ロ イ ズ ムの 最 大 値 の 部 分 に て 重 屈 折 は 零
値 を と り.重屈 折 の 極 値 は ダ イ ク ロ イ ズ ム の 轄 曲 點 の 部 分 に あ る。
Z㏄her及びJacobyは亦pinacyaslol,peaaverdol,pintrclirom,1)rthchr。m,aethyl
rot,eoξiu,chr)'sophenin等の 色 素 に つ き直 線 偏 光 の 及 ぼ す 効 果 を 觀 測 し,
ダ ィ ク ロ イ ズ ム及 び 重 屈 折 の 分 散 の 聞 に 同 樣 の 開 係 あ る を 認 め 霊。
軍 瓶 折 の 値 の 正 員 交 代 す る位 置,即零 値 を と る 部 分 は そ の 色 素 の 撰 擇
吸 敗 の 吸 牧 帶 の 位 置 と大 盟 一 致 して ゐ る。 即 隷 の 部 分 に 撰 擇 吸 牧 帶
を 有 す る 色 素 は そ の 重 属 折 は 祿 の 邊 に τ 零 値 を と り そ の 兩 側 に て 正
員 非冂反 す。
著 者 は さき に 約IEOO種の 色 素 に つ い て 是 れ に て ヂ ン ラ チ ン或 は コ
ロ チ 才 ン膜 を 染 め て ワ イ ゲ ル ト効 果 を 研 究 し た.そ の 結 果 ワ ィゲ ル
ト効 果 は 光 に よ る 漂 自 作 用 並 び に 色 素 の 撰 爆 吸 收 の 吸 收 帶 の 位 麗 に
の
關 係 あ る こ とを認 め 霍。 色 舞ξの 中 に ば ヂ エ ラ チ;Nは コロ ヂ 才 ン等
の 媒 質 内で 光 に よつ て 漂 白 され る もの が あ る1そ.れ等 の 色素 は そ の 吸
收 帶 の 位 置 の 如 何 に拘 らす その 媒 質 内 で ワ イ グ ル と効 果 を 昆す る.
媒 質 内で 光 に よつ て 漂 白作 用 の 伸 は な い 色素 につ い て もこの 偏 光の
一(原 朝…}一
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効 果 を 呈 す る もの が 澤 山 あ る.是 等 効 果 を 呈 す る も の は 隷 迸 に 撰 擇
吸 牧 帚 を 有 す ろ か,祿邊 に 吸 收 が 始 ま り そ れ 以 下 短 波 長 に 至;,吸 收 瀞
を 布 す る もの,cn外觀,窃色 薪 薇 色縫 色黄 色 を な す 色 素 で あ る。 例 へ ば
azobrown,bellzgo1・≡m lbenzopurl)urine,bri【li1Lnt(:on;o,Con',,Cottonred,
eo亡COIIIDrownldirectbordeaux,erik:L,Fa§tye110w,hessimipnrple,川etannyellow,
pp¢e職等 で あ る。 光一鹽 化 銀 は 線 よ り以 下 短 波 長 に 至 る 吸 收 帶 あ り而
も スベ ク トル の 赤,澄の 光 に て 漂 白 作 用 が 行 は れ,隷の 光 に て 漂 自 と反
動 に 返 つ て 色 を 深 め る 作 用 を な す。'
Va!entaの處 方 に 騎 つ て 作 つ 土 乳 劑 の 膜 を 偏 光 に でexciteして 起 る
光'學的 異 方 性 の 色 に 對 す る 分 散 はC-CltCに用 ふ る偏 光 の 色 に よつ て
大 い に そ の 趣 を 異 に す 観 第 ニ ー 四 圖 に 示 す 結 果 及 び 第 五 一 八 圏 等
に 見 る如 く 青 に て 覯 測 しt二緒 果 は 黄 な ど に て 親 測 し江 結 果 と%rく 逆
に 逶 む こ と を 考 へ て,その グ1ク ロ1ズ ム の 色 に 對 す る 分 散 度 を 考 へ
て 見 れ ば 大 體 第 十 六 圖 の 如 く表 は さ れ る。 纂 十 六 圖1堀 よ赤 の 偏 光 に
τexciteした 揚 合 の グ イ ク ロ ィ ズ ム の 分 散 を一示 す横 軸 に觀 測 の 色.を
赤 よ り順 次 紫 に と る。 畏 波 畏 に 對 す る グ イ ク ロ イ ズ ム は 正 で あ り短
波 長 に 對 して 員 で あ る。exc面ロonの 時 間 が 長 くな れ ば1はt,に 示 す
如 き介 散 にU:、II.III,IV,Vは 夫 々 黄,隷,青,紫の 偏 光 に てexcitnteし
九 揚 合 を 考 へ そ れ 等 の グ ィ ク ロ イ ズ ム の 介 散 を 示 .し;明よ時1瑚的 にb
の 如 き 形 に 遘 む こ と を 示 す。excitationの偏 光 の 色 が 順 次 赤 よ り紫 に
進 む に 從 ひ 極 値 の 位 置 が 漸 次 短 波 長 のowに 移 つ て 行 く。 分 散 曲 線 の
r9的に 變 化 す る 度 は 緑 の 偏 光 に てexciteしJ二揚 合 に 最 も著 しい。
是 等 は グ イ ク ロ イ ズ ム の 分 散 に つ い て ビを る が 重 屈 折 に つ い て も
7.oclier.及びJac。i,yか色 素 に つ い て 認 め'1二結 果 の 如 く淌 長 を な す 分 散
曲 線3v形 成 す る と考 へ られ る。 感 光 度 俾 い 光一銀(phot〔silver}の膜 に つ
一 く原 報)一
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い て その ダ ィ ク ロa
ズ ムの 分 散iS五 一
八 岡P5Zて 知 る如 く
極.めて 簡 軍で あ る。
ワaゲ ル ト効 果 は
.直 線 偏 光 に よつ て 光
學 的異 方 性 を起 すの
.であつ て
,%ocUer及び
.Jacobは色 素 を一 方
の 方 向 に研 磨 して 光
學 的 異 二方性 を附 奥 し
た の で 夫 等 の 揚 合 に
は その 光軸 は夫 々奄
氣 ペ クFル 或 は 研 磨
の 方 向 に 存 在す る.
獪 この 外 に種 々の ゾ
ル を 光 學 的 に異 方 性
とな.す方 法 が あ る.
鵠 つ5或は 色benzo-
pttrpurme等の ゾルを管
の 中 に て 一方 の 方 向
に 流動 せ し め,或は 夂
種 々の 色素 の 濃.厚な
置




















祕 繭 幡 幽
ゾル を硝 子 板 上 に滴 下 しその 上 に第 二 の耐 子 坂 を 重 ねτ それ を一 方
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示 す に至 り,そーの 流 動 の 方 向 に光 軸 が 存 在 す る。 か か る揚 合 に は ゾル
の 粒 子 は 棒 状 夂 は板 雌 の もの よ り成 伽 それ ら か研 磨 或 は 流 動 等 に よ
'つ て 整 向 しその結 果 異 方 性 を 呈 す る と考 へ られ て ゐ る
.ワ イグル ト
効 果 の 揚 合 に も是 は 光の 化 學 的 作用 で は な く恐 ら く光 の 機 械 的 作 用
に ょつ て 上 の 種 々の 方 法 に よ る もの と相 似た 機 作 が 行 は れ て 光 學的
異 方 性 を 呈す る と考 へ られ る,上 逑 の ワ イグ ル ト効 果 は 全 て 直線 偏
の
光 の 作 用 で あ る も最 近Zioclier及びCoperは硝 子 板 上 に媒 質 な しに鹽
化 銀 或 は臭 化 銅 の 蒜 膜 を1乍り是 を 圓偏 光 にてeXCIteして 同様 の効 果
を 起 し得 る こ とを 見 出 し九。 但 し この 揚 合 に起 る効 果 は 圓 グ ィク ロ
イズ ム及 光 學 的 活 性度 で あ る。 直線 偏 光 に て起 る効 果 の 揚 合 は 簡 單
に 粒 子 を 榛 欺 と考 へ られ て も圓 偏光 の 揚 合 に は そ れ は 不 適 當 であ る。
是 に對 しZocher及Coperは螺 旋ll犬の粒 子 を考 へ て ゐ る。 是 等 偏 光 の
な す機 作 につ い て は 更 に更 に研 究 を饗 す べ き餘 地 が 多 く殘 されて ゐ
る。
終 りに臨 み 終 始 懇 切 な る指導 を賜 は り し堀 掲 数 授 に對 し深甚 の 謝
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